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2003年 2004年 2005年 2006年 2007年
導入大学数 4 16 20 22 144





























































学問分野 学　　会 著　　者 学会著者共同 契約事項なし 
著作権
帰属比率 
人　文　学　（55種） 5 0 1 49 10.9%
社 会 科 学　（67種） 21 0 1 45 32.8%
工　　　学　（20種） 9 0 0 11 45.0%
医学・薬学　（24種） 14 0 0 10 58.3%







を使用したシステムである。その目的は、韓国科学技術院の全ての研究成果の収集、保存、提供と、機関の価値を高めることである。二〇〇七年四月二四日から六月二二日まで、附属大学の電算学科と電気電子工学専攻の教授を対象に試験サービスを開始し、約六〇〇件の資料をアーカイビングした。二〇〇七年七月 日からは附属大学の全学科を対象として本格稼動した。二〇〇八年五月現在、経営大学四三二件、工科大学三三六五件、自然科学大学一六三件など、合計で三九六 件 雑誌論文と学術会議論文がアーカイビングされている
　現在、ＫＯＡＳＡＳに登録されているコ
ンテンツは、著作権問題 クリアした英文の雑誌論文と学術学会論文 ある。今後は著作権帰属が不明な の取り扱いが大きな鍵となる。国内一六六 の著作権の帰属現況は、著作権帰属可否の契約事項がないものが一一五件（六九 ・ 二％） 、 会が著作権を所有するものが四九件
( 二九 ・ 五％） 、

















体制作成のための評価模型と標準業務のモデル開発研究』 二〇〇五年 （ハングル） 。
③イジェミン・ソンチョンギ・イミヨン 　「国内機関リポジトリ構築と活性化方案―
ＫＡＩＳＴのＫＯＡＳＡＳ事例を中
心に」 （ 『情報管理研究』第三九巻第三号、二〇〇八年） （ハングル） 。
④韓国教育学術情報院『オープンアクセス
基盤の学術コミュニケーションのための政策開発』二〇〇七年（ハング ） 。
